
第1章 地域の概況とま~ちづくIJの経緯

第1節 新発田市の概況

1.位置･自然

新発田市は､東経139度20分､北緯37度57分で新潟県の北部に位置し､新潟市の東北約

25kmの地点にあって､北は加治川村､黒川村､西は聖籠町､豊栄市､南は豊浦町､笹神村､

三川村､鹿瀬町に隣接し､東は飯豊連峰の山岳部をもって山形県に隣接しています｡

本市を大別すると市街地部､農用地部､山地部からなり､総面積は433.59km2を有してい

ます｡これを構成比でみると､市街地部1.4%､農用地部16.7%､山地部71.7%及びその

他10.2%と山地部が圧倒的に多く､東部山地部には飯豊連峰の一端を担う北股岳(2,025

m)や大日岳(2,128m)などがあります｡

本市は､背後に飯豊連峰が控えていることから､日本i毎側の気候特性が顕著で､冬期間

は西または北西の季節風が強く､低温寡照で12月から3月中旬まで降雪が見られます｡夏

は高温多湿で､特に梅雨明け時期には集中豪雨にみまわれ易<なっています｡年平均気温

は13.4℃であり､月別平均気温は最高が8月の26.0℃､最低が2月の2.6℃となっていま

す｡降水量は年平均1,646mmですが､大陸の寒気団の影響により11月から2月までと梅雨

明け時期の7月が特に多くなっています｡降雪量は1､2月に多くなっていますが､近年

の暖冬少雪傾向から降雪､積雪量とも少なくなっています｡

ロ新発田市の位置
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2.沿革

新発田地方に人が住んだのは､今から約1万5～6千年前の先土器時代と言われていま

す｡7世紀以前の越後の地は辺境の地とされていましたが､畿内王権の勢力が徐々に押し

寄せて屯田兵的な開拓民が住み､支配地の拡張が進みました｡中世の荘園時代では､阿賀

北地方は､平家の一族の城氏が支配する地となりましたが､鎌倉幕府成立後､佐々木盛綱

が地頭職となり､その一族は竹股､新発田､橋川民らに分かれ戦国期を迎えました｡天正

15年､上杉景勝により新発田重家は滅ぼされましたが､慶長3年､溝口秀勝が新発田藩主

となり､以後12代まで続きました｡

明治の廃藩置県により市域は23大区､小4区､小5区､小6区となり､明治22年4月の

町村制の施行､さらに明治33年の廃置分合により現在の行政区域に新発田町､鴻沼村､猿

橋村などの1町10村が誕生しました｡新発田町は昭和15年に鴻沼村､昭和18年に猿橋村と

合併し､昭和22年1月市制施行により新発田市となり､さらに市町村合併促進法により､

昭和30年に近隣6か村を､昭和31年に加治川村の一部を､昭和34年に佐々木村を合併して

現在の新発田市が誕生し､現在に至っています｡

平成9年には市制施行50周年､翌10年には城下町400年という大きな節目を迎えました｡

3.人口･世帯

平成11年3月31日現在の総人口は81,544人､総世帯数は25,831世帯です(住民基本台帳

人口)｡

昭和22年の市制施行後の国勢調査では､74,579人でしたが､その後増加を続け昭和30年

には76,586人となりました｡昭和30年代に入ると高度成長時代となり､若年層を中心に人

口流出が続き､昭和35年頃まで減少傾向が続きましたが､昭和45年頃にはに人口流出が鈍

化し､昭和50年頃から増加に転じ､平成7年の国勢調査では80,498人となりました｡なお､

地区別動向では､市街地及び周辺地区の五十公野､加治地区で増加傾向がみられますが､

農村､山村の多いその他の地区では減少傾向にあります｡

世帯数については､昭和40年の15,774世帯から平成7年には23,936世帯と伸び､それに

伴って一世帯当たりの人員も4.7人から 3.4人と減少し､核家族化が顕著になってきてい

ます｡

年齢構造をみると､年少人口､生産年齢人口が減少傾向にありますが､老年人口は国､

県を上回る大きな伸びを示しており､本市の少子･高齢化は大きく進展していることがう

かがえます｡
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●平成7年国勢調査による市内地区別人口

●人口､世帯数の燥移(国勢調査〉
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4.経三斉概況

(1)産業別就業者

産業別就業者を見ると､就業人口では第1次産業が9.0%､第2次産業が33.1%､第3

次産業が57.9%で､第3次産業が大きなウエイトを占めています(平成7年国勢調査)｡

●就業人口(平成7年趨勢調査〉
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(2)農業

農業は稲作を主とする土地利用型農業が中心であり､平均経営耕地面積は1.57haと県

平均を上回っています｡しかしながら､農家戸数は減少傾向にあり､矧こ兼業農家の減少

が著しくなっています｡農家人口も減少しており､高齢化と後継者不足が問題となってい

ます｡

なお､農業租生産額は減少傾向にあり､生産農業所得も横這い傾向にあります｡

●経営耕地面積別農家数
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(3)商業

商業では､従業員数1～4人の小規模店が7割弱と多くなっていますが､近年は広い売

場面積と駐車場をもつ郊外型大型店の進出がみられます｡商店数､従業員数は減少傾向に

あり､モータリゼーションの進展による生活圏の拡大や消費者ニーズの多様化･個別化等

により本市における購買人口は減少し､購買率も低下するなど､本市商業の顧客吸引力は

弱まってきています｡

●商店数､従睾者数の動き
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(4)工業

工業は､事業所数は減少していますが､従業員数､製造品出荷額等は増加しています｡

産業別にみると､事業所数では､衣服･その他､食料品､家具■装備品､従業者数では､

衣服･その他､食料品､電気機械､製造品出荷額等では､電気機械､食料品が多くを占め

ています｡

●事業所敷､従業者数の動き
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(5)観光

観光については､本市は歴史的文化遺産や美しい自然を擁した国立公園や県立自然公園､

多彩な行事やまつりなどがあります｡

平成10年度の観光入込客数は約110万人となっており､うち8割強が県内客となってい

ます｡観光日的別では､新発田祭りなどのまつリイベント､名所･旧跡､自然景観､温泉

などが多くなっています｡

●観光客入込数の推移
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5.市街地の変遷

新発田市の市街地は､慶長3年(1598年)に新発田藩初代藩主溝口秀勝が6万石をもっ

て入封し､城下町としての礎を築いたことに始まります｡幕末期には､戸数及び人口の増

加により武士と町人をあわせて約2万人程度の規模に発展しましたが､過密な市街地形態

は､当時からし尿処理や火災などの都市間題を抱えていました｡

明治以降の市街地の形成は､道路網の整備に伴って市街化が発達し､特に新潟市寄りの

西部への拡大が進んでいます｡人口集中地区は､市街化区域の約7割を占め､同心円上の

広がりをみせていますが､地区内の人口密度は減少傾向にあります｡近年は､区画整理等

の宅地供給が行われている駅東周辺や城北･緑町周辺､住吉町周辺などの市街地の外縁部

において市街地の形成が顕著です｡
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第2節 計画区域の概況･特性

1.まちの沿革･城下町の形成

新発田の城下町は､中世･新発田氏の城館を中核として､近世･溝口氏の居城の一部と

して発達したものとされ､武士団の居住する家臣屋敷と商工業者の居住する町屋敷によっ

て構成されていました｡上杉時代末期の町屋敷は､上町､中町地域に町家があったと思わ

れますが､初代藩主溝口秀勝は町人の集住を促すために下町や立町の建設をしたものと思

われます｡立町は立売と推測され､立売り商人の町が築城と家臣団の居住に伴って成立し

たものと嚢せられます｡また､寺院を領主的都市計画に編入し､城下町の入口に配列して

都市防衛拠点とした寺町を形成しています｡秀勝時代は､新発田川の内側にある本町の建

設､2代藩主童顔は新発田川外側に新町の建設を行い､新発田城下町が戦国的色彩から脱

却して近世城下町としての第一歩を腐み出しました｡地蔵堂町､七軒町､八軒町(現在の

中央町あたり)や上鉄砲町､清水谷(現在の諏訪町あたり)は侍町として家中屋敷があり､

寺町(現在の論訪町あたり)は寺社地､上町(現在の中央町あたり)､立売町､万町(現

在の大栄町あたり~)や泉札束町､諏訪前(現在の諏訪町あたり)は町人町として発展し

ていました｡しかし､明治に入ってから徐々に士族と町民の棲み分けがなくなり､町人町

に士族が住むようになり､封建領主階級の消費生活のための需要に応じるという城下町の

機能を失い､新たな機能再編をしていくことになります｡

□弘化5年｢御衣中町割｣図にみえる地名(番号は次ページの図の○付数字に対応)

(⊃ニノ丸
○会所長屋

(⊃講堂長屋
講堂困江内

○古丸
○三ノ丸
○掛蔵小路
○掛蔵御囲江内

地蔵堂町
託明寺

○新道
○竹町
○御小人町
○片田町
○西ケ輪
(⊃同旅長屋

7
8
9
▲
‖
‖
U
1
2
3
4
5
6
7
鑓
U
9
n
U
1
2

1
一
l
■
■
■
2
2
2
2
2
2
2
2
2
《
ソ
ー
3
3
3

○外ケ輪裏
○御名柄小

同場丸屋
御馬方町

(屋

○御作手裡

○外ケ輪
外ケ輪長屋

○(田所町)

八軒町
七軒町

○寺町(裏築地

〝脇
屋

)＼ノ長

御中間長屋

留
曾
町
町

築
中
片
片

0

0
根

長屋

ウ
L
3
4
5
6
7
n
O
9
0
1
2
3
4
■
.
h
J
6
7

3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4

○尾上町(小路)
○谷

谷
○西

町町

ノ

屋地長
築
町

○古御徒士町

同心町
馬場町
中御徒士町
新御徒士町

○下鉄砲町晒足酢)
鍛冶町
定役町長屋

元海裡
大善寺築地

同 小路

寿昌寺築地
立売裡

○上鉄砲町(東屋軌)
○清水谷園内

清水谷長屋
諏訪前

○泉町
○東町

立売町
○四ノ町

下町

中町

石川小路
伴太郎小路

○(西町)
○(南町)
○(西飯田築地)

※○は元禄13年｢屋敷割帳｣にみられる地名､( )は元禄期の異名
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□新発田町概略図
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2.地域資源の状況

本地区は歴史■文化資源に恵まれており､また､寺社の建築物や杜､屋敷林など優れた

景観資源を有しています｡具体的には､建造物として､足軽長屋､市島酒造などの歴史的

建造物や諏訪神社や宝光寺はじめとする多数の寺院及び清水園の家老屋敷･庭園などがあ

ります｡

□地域資源の状況
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3.土地利用と市街化動向

国道290号及び主要地方道新発田停車場績沿道が商業地域になっており､その内側が住

居地域になっています｡概して建物の更新が停滞ぎみであり､老朽化の進行している建物

が多く､商業地域では､高建ぺい･容積率にありながら､低層の木造建築物が密集した状

況にあり､高度利用が図られていないほか､消防･防災上の問題点を有しています｡

4.都市機能の整備状況

国道290号､国道460号及び主要地方道新発田停車場線などが集中しており､ラッシュ

時には交通混雑を招いています｡また､道路幅員が狭く歩道が整備されていないところが

多く､交通事故の危険性が危惧されます｡

本地区には3つの商店街がありますが､小規模店舗が主体の商店街であり､また､清水

園に隣接する大栄商店街は卸売業が多く､観光客を対象とした店は少ない状況となってい

ます｡

5.地区の特性

本地区の特性について､以下のように整理します｡

○新発田市の中心市街地に位置する高い利便性

･｣R新発田駅に隣接している

･道路交通の要衝(国道290号､国道460号､(主)新発田停車場線､(主)新発

田津川線など)にある

･市役所等の公共施設が集積している

■中央商店街(新発田市の中心的な商店街)､大栄商店街､上鉄商店街がある

○歴史･文化資源､観光資源､景観資源に恵まれている

･市街地の中心部にありながら､緑が豊かである

･旧城下町の寺院･神社が残されている

･清水園､足軽長屋､市島酒造などの観光資源が分布する

･新発田川(堀)の流れが残されている

･新発田まつり等の行事がある

llこ1l



第3節 寺町･清水谷地区のまちづくりの経緯

1.平成8年度の活動について

寺町及び清水谷地区の住民によりまちづくり協議会が設立されるとともに､｢まちなみ

デザイン推進事業｣の指定を受け､歴史性豊かな地区の特性を活かした魅力あるまちづく

りの検討が進められました｡

具体的には､｢わがまちの良い点､悪い点｣を自らの目で点検する｢タウンウオッチン

グ｣が実施されました｡また､｢タウンウオッチング｣で発表された成果をもとに､今後

まちづくりをどのように進めるべきかについての｢まちづくりワークショップJが開催さ

れ(計4回)､わがまちの整備課題や将来の夢が整理されました｡このほか､地域の歴史

等についての｢まちづくり講演会｣､まちづくり先進地より講師を招いた｢まちづくり勉

強会｣､街なみ整備のr先進地視察(栃木県栃木市､埼玉県川越市)｣､｢まちづくリア

ンケート｣など活発な活動が展開されました｡

さらに､こうした一連の活動を地域住民等に紹介する rまちづくりニュース｣が発行さ

れ､まちづくりの意識高揚が図られました｡

2.平成9年度の活動

前年度の成果を踏まえ､具体的なまちづくりの提言に向けた活動が進められました｡

具体的には､まちづくり構想の作成に向けた｢まちづくりワークショップ｣の開催､前

年度に引き続き｢先進地視察(新潟県津川町､福島県会津若松市及び石川県金沢市)J､

｢まちづくり勉強会｣が実施されました｡また､前年度の｢タウンウオッチング｣を広<

一般の人々にも体験してもらい､地区の歴史等の魅力を知ってもらうため､住民主導のま

ちづくリイベント｢城下町新発田 歴史の陽だまり散歩｣が実施され､多くの人々の参加

を得ました｡このほか､｢まちづくりニュース｣の発行も続けられました｡

3.平成8年度及び平成9年度の活動成果について

平成8年度及び9年度の成果は､｢寺町･清水園地区基本構想｣として集約整理され､

｢ルネッサンス 寺町･清水谷
一城下町新発田の歴史と陽だまりのあるまち-｣と

いうテーマのもと､9つのまちなみについて､rみちづくり､みずべづくり､みどりづく

り､まちなみづくり､拠点づくり､しくみ･しかけづくり｣といった内容ごとに数多くの

事業が提案されました｡
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第4節上位計画の整理･整合

新発田市における寺町･清水谷地区の位置づけは以下の通りになっています｡

1.都市マスタープラン

住宅地の景観は､建築物の植栽物などによって構成され､建築物の形態や意匠及び色調の

統一､あるいは特定樹種の植栽や生け垣化の推進などを各地域の住民が主体となって取り組

み､より個性的な地域景観づくりを推進し､清水園などの歴史的資源や社寺の集積する寺町

は､これら歴史文化資源を活かした整備を重点的に推進します｡

｢城下町しばたJとしての個性やアイデンティティを創出させる公共公益施設の意匠やデ

ザインに配慮すると共に､看板や標識などのサインの充実を園ります｡

2.中心市街地活性化基本計画

歴史的資産や文化的施設､豊かな自然など､広域的な交流の資源に恵まれています｡しか

し､歴史的通産と､中心市街地活性化の有機的な連携が周られていないため､観光･交流に

よる市街からの集客が中心市街地の賑わい創出や商業等の進行に結びついておらず､本市の

交流の舞台として求められています｡

すべての世代にとって快適で利便性の高い居住空間を実現することによって､確実に訪れ

る高齢社会を想定し､誰もが安心して生活できる環境整備を進めていきます｡

上記のとおり､景観整備を進めて､普段着で快適な生活空間を創出し､歴史資源を活かし

たまちづくりをすすめていく必要性を明記しています｡

また､まちの骨格となる道として､

(D新発田の誇る伝統文化を継承する｢歴史のみち｣

(診新発田川の再生と既存商店街の連携による｢水のみちJ

として特に､寺町･清水谷の地区を重点的に整備を進めていく方針とし､｢新発田の資源J

を最大限活用したまちづくりを進めていく必要が示されています｡
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第2幸 吉十画の目的と背景

第1節 計画策定の目的と計画区域

1.計画策定の目的

400年の歴史をもつ城下町新発田において､いまも往時を忍ばせる街なみや歴史的資源

が残されている寺町･清水谷周辺地区は､時代の推移とともに道路など都市基盤の整備が

進み､便利になった一方で､モータリゼーションの進展による道路交通量の増大､河川の

汚濁などの生活環境の悪化も招いており､時代の変遷と共に､城下町らしいたたずまいや

景観も失われつつあります｡

こうしたなか､歴史的な街なみの保全･再生や住みよい環境の創造を目指して､住民に

よる｢寺町･清水谷地区まちづくり協議会｣が設立され､地域住民主導によるまちづくり

活動が進められています｡まちづくり協議会では､これまで､まちづくり構想の作成､タ

ウンウオッチングやまちづくりワークショップの開催､まちづくりニュースの発刊などの

活動が行われてきました｡

また､地域住民による街づくり協定の締結に向けた準備活動も進められており､街なみ

環境の整備に向けた事業の展開が望まれているところです｡

本計画は､こうした背景のもとに､既に作成された住民主導によるまちづくり構想を應

まえた上で､寺町･清水谷地区のゆとりとうるおいのある街なみ環境を創出するため､

｢街なみ環境整備事業｣の整備方針及び事業計画を策定するものです｡

--1ホl



第2節 計画区域

本計画の対象区域(街なみ環境整備促進区域)は､寺町及び清水谷(新発田川沿い)

を中心とする区域で､北は市役所周辺から南は清水園周辺を含む約36haの区域です｡

□街なみ環境整備促進区域



第3章 計画策定フロー

計画策定作業の流れを次のように設定します｡

本計画の策定作業は､寺町･清水谷地区まちづくり協議会により､これまで検討され､

作成されたまちづくり構想も参考にしながら､ここに提案されている各種の事業を､市全

体の計画と整合を因りつつ､街なみ環境整備事業の事業計画を作成し､推進していくため

の流れを示します｡

□計画策定フロー
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